
1 事業の成果

2 事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

事業名 事業内容
実施

日時
実施場所

従事者の

人数（外）

受益対象者の

範囲

費用額

(千円)

日本語講座 通期
事務所・企

業教室など
4人

外国出身者ﾌﾟﾗｲﾍ-ﾄ

企業実習生等 68名

タイ語講座　中国語講座

インドネシア語講座
通期

事務所・企

業教室など
4人 企業社員と家族 14名

多文化理解と

国際協力の推進

多文化理解講座講師派遣

コーディネート
通期

事務所

伊賀地区
9人

児童生徒・市民・行政

職員等  約875名
229

伊賀SGGクラブの運営 通期
事務所

伊賀地区

24人

(22人)

外国人観光客など

約30名
76

翻訳事業 通期
事務所

三重県下
約30人

地域住民・団体

行政、企業
2,039

通訳事業 通期
事務所

三重県下
約30人

地域住民・団体

行政、学校、企業
2,347

異文化ルーツの

人たちへの支援事業
多言語生活相談事業 通期

事務所

伊賀地区
5人

地域住民、各種団体職

員など
122

多文化共生の地域

団体への支援
事務局代行 通期 事務所 3人 市民活動団体1 29

4,280語学講座
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特定非営利活動法人　伊賀の伝丸

●創立20周年を会員やたくさんの関係者の皆さんに祝っていただきました。20年の歩みを振りかえり、今の

課題を伝え、多文化の未来へのメッセージをいただくことで、この先の活動に大きな弾みがつきました。

●通訳者研修会を外部講師を招き、開催することができました。活躍中の通訳者や通訳登録希望者の参加も

多数あり、今後継続していけば、通訳サービスの質の向上や人材確保ができそうです。

●ICT化の推進（キントーンなどの導入）で業務の効率化は徐々に進みましたが、スタッフの減少などによ

り、事務局のオーバーワークの現状を変えることは出来ていません。

多文化共生及び

まちづくりに

寄与するための

多言語通訳翻訳事業


